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OECD 教育スキル局  
シニア政策アナリスト 
田熊美保 

Cedepシンポジウム 
発達と保育の本質の探究 
 
「OECD 学びの羅針盤2030」の 
基礎を築く乳幼児保育・教育 

1. OECD 2030年未来の教育プロジェクトの概要 

2. 「OECD 学びの羅針盤2030」の紹介とその基礎を
築く乳幼児保育・教育 

本日の焦点 

1. OECD 2030年未来の教育プロジェクトの概要 

2. 「OECD 学びの羅針盤2030」の紹介とその基礎を
築く乳幼児保育・教育 

本日の焦点 
政府関係者 学者・研究者・教

員養成 教員・校長 
NGOs、財団、民間 

生徒（高校生・大学生） 

 未来を創る「当事者」になる   

1. ＯＥＣＤデータから世界のメガトレンドをみる・未来を予想 

2. トレンドに関係なく、「創りたい未来」を描く 

3. 変化する2030年の社会に向けて 「描いた未来を創造」するために
必要な「コンピテンシー」を考える 

4. 未来創造力を育むカリキュラム分析・国際比較・事例研究 

 

2015年～ＯＥＣＤの新しいアプローチ：国際マルチステーク
ホールダー「未来の教育ビジョン」を共創 

世界は、ますます・・・ 

VOLATILE COMPLEX AMBIGUOUS UNCERTAI
N ? 

不安定 複雑 曖昧 不確実 

 “成長”の再定義 : 「豊かさとは？」 
 
OECD ウェルビーイングFramework 
 

成長とは、「経済成長」に限らず、個人
及び社会全体の豊かな暮らしに向けた
「包括的成長」を含むものである 

雇用 

住宅 

所得 

社会とのつながり 

教育 

環境 

市民生活 

健康 

主観的幸福 

個人の安全 

ワークライフバ
ランス 

生活の質の
豊かさ 

物質的豊かさ 

Renewable energies, such as solar or wind energy, are on 
the rise. However, we can see that the current growth rate 
is not yet sufficient for meeting the target set for 2025, 
which is necessary to limit the increase in temperature to 
no more than 2 degrees Celsius. 

Total renewable power generation by region 
Total renewable electricity generation by region, Terawatt-hours (TWh), 1990-2025 

 0

2 000

4 000

6 000

8 000

10 000

12 000

1
9

9
0 0

1
9

9
2 0

1
9

9
4 0

1
9

9
6 0

1
9

9
8 0

2
0

0
0 0

2
0

0
2 0

2
0

0
4 0

2
0

0
6 0

2
0

0
8 0

2
0

1
0 0

2
0

1
2 0

2
0

1
4 0

2
0

1
6 0

2
0

1
8 0

2
0

2
0 0 0 0 0

2
0

2
5

El
ec

tr
ic

it
y 

ge
n

er
at

io
n

 (T
W

h
) 

OECD China India Brazil Rest of non-OECD

Historical Forecast 
2 DS Target 

S
o
u
rc

e
: 

O
E
C
D

 (
2
0
1
6
),

 T
re

n
d
s
 S

h
a
p
in

g
 

E
d
u
c
a
ti
o
n
 

環境に優しい再生可能エネルギーの増加 
しかし、発展のスピードは十分でない 

環境問題を解決するイノベーションを起
こすには、どんなコンピテンシーの育成

が必要か？ 
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Migration to developed countries has generally 
increased over the last 50 years. As a result, our 
communities are changing and becoming more 
complex.  

Primary source: World Bank (2012), World Databank: Net Migration. 

Net migration (in millions of people) into regions, with 
countries grouped by income level and OECD 

members, 1960-2010.  

Source : OECD (2013), Trends Shaping Education. 
  

移民の波は 
途上国から先進国に流れている 

移民（外国人労働者）の受け入れ国として、制度を
超えて、国内における国際化・異なる文化と共生す

るのに必要なコンピテンシーの育成は？ 
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Median age of the population, in 1950, 
2010 and 2100 

      
Source: OECD (2013), Trends Shaping Education.  
Primary source: United Nations Population Division (2010), World Population Prospects: The 2010 Revision, online, http://esa.un.org/unpd/wpp/unpp/panel_indicators.htm, accessed August 2012. 
 

日本は、他国でも未踏レベルの「少子高齢化社会」を体験
する。その未知の社会において、財政・医療など多岐分野
に渡り、持続可能な発展を追求するには、どんなコンピテ

ンシーの育成が必要か？ 

OECD諸国において平均年齢は上がり
続けている。 
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Civic participation has been declining in many countries – 
the number of persons going to vote in parliamentary 
elections has steadily declined between 1950 and 2010 – 
leading to greater uncertainty and ambiguity about the 
future of governance.  

 
Source: OECD (2013), Trends Shaping Education  Primary source: International IDEA (2011), Voter Turnout Database. 

Parliamentary voter turnout, in 1950, 1980 and 2010 (or nearest available year) 

選挙に限らず、社会を形成する主体として社会参画に積極的
にかかわるために必要なコンピテンシーの育成とは？ 

多くのOECD諸国において、民主的市民参
加（選挙投票率）は減少傾向にある。 

In 2013, 60 per cent of all terrorist attacks occurred 
in five countries; Iraq, Afghanistan, Pakistan, 
Nigeria and Syria. However the rest of the world 
suffered a 54 per cent increase in terrorist incidents 
in 2013. 

Source: Global Terrorism Index, 2014 

Terrorist incidents, 2000–2013 

日本において、国際テロ対策、サイバーテロ対策など、 
過去とは異なる必然性に対応するコンピテンシーの育成と

は？ 
 

国際テロが、過去、特定の地域で発生
していたものが、 

現在、それ以外の地域でも起きている。 

Interactive social networking is playing an 
increasingly important role in how young people 
interact with each other.  Online communities, 
such as Facebook, LinkedIn, Instagram and 
others are becoming an essential part of daily life.   
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Increasing engagement with online communities 
Number of active Facebook users (in millions), 2004-2012 

Source: OECD (2013), Trends Shaping Education. Primary source: Facebook (2012), News Room: Key Facts and Timeline, online, 
www.facebook.com/press/info.php?timeline, accessed September 2012. 

日常の生活空間が、個人情報や匿名投稿など通常の社会とは
異なるリスクを内包する「ネット社会」における「健全な
ネット市民」として社会参画するコンピテンシー育成とは？ 

 

加速度的に進化する技術の進歩により、
「人とのつながり・関わり方」が変化し

ている。 
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Source: Autor, David H. and Brendan M. Price. 2013. "The Changing Task Composition of the US Labor Market: An Update of Autor, Levy, and Murnane (2003)." MIT Mimeograph, June. 

 
 

機械による自動化やAI導入など変化の
激しい労働市場のおいて仕事に求めら

れるスキルの変遷 

ルーティン化している手作業 

ルーティン化していない手作業 

ルーティン化している頭を使う作業 

ルーティン化していない分析作業 

ルーティン化していない対人関係 
ロボットやAIと共存し、それらが代替できない人間固有の価

値とコンピテンシーの育成は？ 
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1. OECD 2030年未来の教育プロジェクトの概要 

2. 「OECD 学びの羅針盤2030」の紹介とその基礎を
築く乳幼児保育・教育 

本日の焦点 

2030羅針盤の基礎としてみる本質
１：Student agency/ child agency  

Student Agency:  

「世の中に責任をもち変化
を起こす（より良い未来を
創る）主体」としての子ど
も 
• 社会の課題や新たな可能性
を当事者意識をもって発見す
る主体 

• 自らの行動で自分や自分の
周りがより良い方向へ変えら
れるという自己効力感をもつ
主体 

• 変える目的の意味・意義を見
出せる・価値づけできる主体 

• その目標を達成するために責
任を持って行動する主体 

VUCAな世界を、社会全体のWell-beingを実現する未来に
向かい、自らナビゲートするための羅針盤が必要！  

他者の決めたことに従う

のではなく、自ら意思決
定する; 行動させられる
のではなく行動する;  

 自分の未来を自らが創る 
内閣府 2014年版「子供・若者白書」 
http://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/h26honpen/pdf/tokushu_01_02.pdf 

自分の将来について明るい希望を持っているか 

内閣府 2014年版「子供・若者白書」 
http://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/h26honpen/pdf/tokushu_01_02.pdf 

社会の問題に関与したい 

内閣府 2014年版「子供・若者白書」 
http://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/h26honpen/pdf/tokushu_01_02.pdf 

自分が関与することにより、 
社会現象が変えられるかもしれない 

http://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/h26honpen/pdf_index.html
http://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/h26honpen/pdf_index.html
http://www8.cao.go.jp/youth/whitepaper/h26honpen/pdf_index.html
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• 「子ども」＝「一人の人格」（０才からChild agency人格
を持つ主体として捉えるノルウェー） 

• [育てようとコントロール」から「子どもに育ちを委ねる」
へ 

• Student voice- Child voice 「子供の声」を実践の改善・
政策策定へ（０才から社会に参画） 

2030の議論 
「自律」(self-regulation, self 
control) 
「自己効力感」(lotus of 
control からself-efficacy) 
「自己肯定感」 
「アイデンティティーの確立」 
など 

育てたい１０の姿 
「自立心」」 

2030羅針盤の基礎としてみる本質２： 
人・環境との関係性 Relational 
保育・教育はエコシステムの一環 

Student Agencyは 
Student Autonomyとは
異なる。 
「Co-agency」の重要性 
＝Agencyは他者との関係
性の中で存在 

 

Co-Agency:  

お互いに依存しながら、生態を維持
する関係（エコシステム） 
 
• 相互に作用し、支えあう関係性： 
生徒同士・子ども同士、親・兄
弟・親戚、教員・保育士、地域の
大人・子どもなど 
 

• その関係性の中で存在する「主体
（Agency)」が、有機的にそれぞ
れ他のAgencyと関係しあい、子ど
もの発達と学びが可能になる 

関係性＝プロセスの質 
＜子どもの成長＞とプロセスの質・構造的質の関係性 

認知スキル（リテラシー・数的リテラ
シー） 

非認知スキル（行動・社会的
スキル） 

プロセスの質 構造的質 

＋
の
関
係
性 

－
の
関
係
性 

プロセスの質指標 
• 暖かく反応する 
• 認知的な学びを促す 
• 対立的又は放任的 
 
 
 
構造的な質指標 
• 資格 
• スタッフ・子どもの割合 

いずれも関係性はみられ
ない 

双方のスキルに関係性が
みられる 

子どもの成長の質 

プロセスの質は、子どもの成長を保証する有力な判断
材料。（ドイツ、米国、ポルトガル） 

育てたい１０の姿 
「協同性」 
「社会生活との関わり」 
「自然との関わり・生命尊重」 
 

© Tezuka Architects 

• 関係から学ぶ （プロセスの質） 
 

• 保育・幼児教育・学校教育にかかわる大人の役割＝ 
子どもの学び環境を描き・設計するデザイナー兼エンジニア 

 保育士Agency 

• 保育士・幼稚園教員・その他、園に関わるスタッフと 
• 子ども同士で（立場が人を育てる） 

• 周りの環境と（生き物やその他の物、教室の壁・玩具・砂場・
動物・ロボット・AIなど） 

• 親・兄弟・親戚と 
• コミュニティー・ご近所さんと 
• など 

 

第2部：保育の質の向上（ICTと保育、保育者の専門性、地域のつ
ながり、自治体、保育の質の議論） 

2030羅針盤の基礎としてみる本質3： 
Whole child development 
包括的な子どもの成長 
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データリテラシー & デジタルリテラシー 

健康 
（体と心） 

リテラシー &  
数的リテラシー 

社会的情動的ス
キルの基礎 

学びの羅針盤2030の基盤とな
る「基礎力」 

新たな価値を
創造する 

緊張や葛藤の折
り合いをつける 

責任をとる 

2030年の新しい未来を創りあ
げる社会変革力 

第一部：食べる・眠る・遊ぶ・つながる 

2030年議論 
• Well-beingの議論、教育・保育の目的 （健全な市民、友人と

のつながり、食事・睡眠・遊びなどにより健康維持など） 
• 「知徳体」（日本・韓国・中国）「Buildung」（北欧） 
• 「遊び」＝「学び」の捉え方 
• ECECでは、日常的にPBL、教科横断  
 ｃｆ。 学校教育ではカリキュラムマネジメントが課題 

育てたい１０の姿 
 
「言葉による伝え合い」 
「数量・図形、文字等への関心・感覚」 
「健康な心と体」 
 
「豊かな感性と表現」 
「思考力の芽生え」 
「道徳性・規範意識の芽生え」 

Thank you! 

 

 2015/2019 第1フェーズ 

 OECD学びの羅針盤2019年5月22日発
表 

 ウェブサイト上に、コンセプトノート
（拡張現実＆日本の事例含む） 

 2019年10月発表予定 

 ー保健体育カリキュラム国際比較分析 

 2020年発表予定 

 ーカリキュラムデザイン国際比較分析 

 ー数学カリキュラム国際比較分析 

  

 2019/20－第2フェーズ開始 

 カリキュラム全面実施に関する各国共
有課題と政策対応の国際比較分析 


